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2019 年

１月～４月TOKORO NEWS ！
2.22　救急医療勉強会

熱海所記念病院の勉強会や行事のご紹介します。

1.26　市民駅伝

2.23　大規模災害訓練

3.23　話の図書館

4.14　TMGソフトボール大会
4.02　
　　新入職員オリエンテーション

今年も、当院の職員２名が地区の
代表として熱海市民駅伝に出場しました。
それぞれ５区２.５㎞を完走しました

地元の救急隊員の皆様にご参加いただき、「 第 9 回　
熱海救急医療勉強会」を開催しました。
循環器内科部長の金子医師による講演「救急隊によ
る 12 誘導心電図の有効性について  」が行われまし
た。講演後には、救急隊員の皆様から「１２誘導心
電図を積極的に活用したい」「  明日から直ぐに対応
出来そうな内容である」と前向きなご意見をいただ
きました。今後もスムーズな医療を提供できるよう
救急隊との連携を深めるべく、定期的な開催に努め
てまいります。

今回は「災害発生時の初動の動き」をメイン
に訓練を実施しました。災害対策本部の設置
アクションカードを用いての初動や報告等、
本番さながらの緊迫した空気の中で職員ひと
りひとりが真剣な表情で訓練に取り組んでい
ました。訓練が終わった後も災害対策マニュ
アルに対する意見や改善案等が飛び交う場面
もみられ、防災に対する意識が高まったと思
います。今後もあらゆる災害・被害を想定し
、訓練を積み重ね、災害に備えてまいります。

今年も TMG グループの施設から２８チームが
３ブロックに分かれ優勝を争いました。
今年は悔しい結果となってしまいましたが、
チーム一丸となり試合に挑むことが出来ました。

21 回目となる今回は循環器内科部長 金子医師
による「心臓病のお話し」、小関管理栄養士に
よる「美味しく減塩でハツラツとした毎日を！」
と題した講演を行いました。今回もたくさんの
方にご来場いただきました。

今年も 25 名の新入職員が当院へ入職しました。
初日はオリエンテーションを行いました。
翌日からは各部署へ配属となりました。

外科

常勤医師

加藤　正人

検査から手術まで一貫した治療をおこなっています。

出身大学 ：東京医科大学　2015 年卒
専門分野 ：整形外科一般

常勤医師

市川　裕一

医 師 紹 介
熱海所記念病院

出身大学 ：熊本大学 2013 卒
専門分野 ：脳神経外科一般

熱海所記念病院で外来診療を行っている医師をご紹介します。

整形外科

脳神経外科

常勤医師

丹羽　章浩

頭痛、めまい、麻痺、痙攣、意識障害などを起こす
脳の病気を治療します。

頚、肩、膝、腰の痛み、けが、
骨粗鬆症などの骨や関節の病気を治療します。

４月よりお世話になっております。
「患者さまのために」をモットーに頑張ります。

よろしくお願いします。

４月から勤務させていただく事になりました。
片麻痺や呂律不良など頭蓋内疾患を疑う症状があれば
様子をみることなくお気軽に御相談ください。

出身大学 ：北里大学　１９９５年卒
専門分野 ：肝胆膵外科、シャント造設、
　　　　　　　肝腎膵移植
資　　格：日本外科学会専門医
　　　　　　　日本外科学会指導医
　　　　　　　日本消化管学会胃腸科専門医
　　　　　　　日本移植学会認定医
　　　　　　　獨協医科大学第二外科非常勤講師

主に肝胆膵外科疾患を中心に診療してきました。
透析時のシャント造設も可能です。

脳の病気を治療します。



MSW（医療ソーシャルワーカー）とは、
保健医療分野におけるソーシャルワーカーであり、
主に病院において『疾病を有する患者等が、地域
や家庭において自立した生活を送ることができる
よう、社会福祉の立場から、患者や家族の抱える
心理的・社会的な問題の解決・調整を援助し、社
会復帰の促進を図る』専門職です。

MSW
施設紹介

医療ソーシャルワーカー

医療ソーシャルワーカーが近隣の
施設をご紹介します。

による

ご利用までの流れ
①お問い合わせ ②ご相談 ③説明・見学

④申込書 ⑤面接 ⑥入所決定

介護老人保健施設　
みはらし
伊東市介護老人保健施設　みはらし
所在地：静岡県伊東市岡 187 番地
連絡先：0557 -37-3804
利用可能サービス：①長期入所（認知症専門棟あり）
　　　　　　　　　②短期入所
　　　　　　　　　③通所リハビリ（デイケア）
利用できる方：①要介護 1 ～ 5 の方
　　　　　　　②③要支援 1・2、要介護 1 ～ 5 の方

（利用可能日数などは介護度により制限があります）
施設の特色：伊東市が開設者となり地域医療振興協会が運営する、リハビリテーションを行って
　　　　　　在宅復帰を支援する施設です。
　　　　　　地元医師会や伊東市民病院の協力を得ながら、在宅介護にかかる事業者と連携する
　　　　　　ことで、病気や障害から復帰するサポートを行っています。

※利用希望の際には、当院医療ソーシャルワーカーまたは担当ケアマネージャー様にご相談ください。

〒413-0103 静岡県熱海市網代 462-8
TEL　0557－68－5088
http://httr.jp

診療日　受付時間
平日　8：00 ～ 12：00　14：00 ～ 18：00
土曜日　8：00 ～ 12：00 まで　午後は休診
休診日　土曜日午後・日曜日・祝祭日

地域医療連携課から
服部先生は、熱海市網代地区に大正時代から代々続く診療所の先生で、地域に根ざした
診療と、患者さんに寄り添い、親しみのある診療を第一に考えていらっしゃる先生です。
診療所では、主に整形疾患の診察をされているほか、かかりつけ医として、高血圧や糖
尿病、喘息、花粉症等の内科疾患、小児の風邪、アレルギー疾患も診療されています。
また、在宅診療の実施や、診療所に併設した「まりんデイサービスセンター」の開設、
近隣小学校や中学校の校医を務める等、網代地区にお住いの方はもちろんの事、熱海市
全体の幅広い年代の方々の健康を支えていらっしゃいます。
　このように地域の為に尽力をされているお姿と、患者さまと同じ目線で、大多数の患
者さまのうちの一人ではなく、一個人としてきちんと向き合ってくださるひたむきで真
摯なお人柄で、地域の皆さんから愛されています。当院にとっての模範のような存在で、
今後も共に地域医療を支えていけたらと考えております。

地域医療連携課職員による
連携登録医療機関のご紹介

院長  服部　真紀先生

整形外科・内科・
リハビリテーション科・リウマチ科

医療法人社団紀真会

服部医院
服部先生からの一言
親しみやすい診療を心がけています



シラスと春キャベツの
減塩パスタ

季節の野菜
春キャベツ

★材料（２人分）
・パスタ　２束 200g
・しらす　50g
・春キャベツ　200g

・にんにく（みじんぎり）　１片
・赤唐辛子　１/２本
・オリーブ油　大さじ２
・麺つゆ（３倍濃縮）　大さじ２(36g)
・塩　0.４g
・粗挽き黒胡椒（お好みで）少々

★作り方
１．たっぷりのお湯で、パスタを規定の時間茹でる。※塩は入れない！
２．春キャベツは芯を取り除いてザク切りにし、パスタの茹で上がり
　　１分前に加えて一緒に茹でる
３．フライパンにオリーブ油を引き、弱火でにんにくと赤唐辛子を炒める。
４．香りが立ってきたら、しらすと､パスタの茹で汁 50 ～ 60g を加える。
５．湯切りしたキャベツ･パスタをフライパンに入れて、麺つゆと塩を加える
６．よくかき混ぜて、黒胡椒をかけて完成。

★栄養と効能
春キャベツは他の時期のキャベツと比べて甘みがあるのが特徴です。キャベツに豊富に
含まれる栄養素の１つにビタミンU（キャベジン）が挙げられます。ビタミンUには､
胃粘膜の強化や、多少弱った胃を修復するなど、胃腸の調子を調える効果があります。
また､静岡県の名産のしらすには､カルシウム･ビタミンDが豊富に含まれており､歯や
骨の健康を保ち､骨粗鬆症予防にも効果的です｡

★減塩のポイント
①茹でる時は塩を入れない②しらすに含まれる塩気を利用する
③オリーブ油･にんにく･唐辛子･黒胡椒を活用し､
　薄味にアクセントを付ける

・麺つゆ（３倍濃縮）　大さじ２(36g)
●栄養価（1人分）
エネルギー：565kcal
たんぱく質：18.4g
脂質：15.5g
塩分：2.2g

①茹でる時は塩を入れない②しらすに含まれる塩気を利用する

検査科検査項目の見方
検査技師が検査項目について解説します。

今回は『心臓病』の検査項目について解説します！

検査の際は検査科職員へお声掛けください。
検査室は２階奥です。

エレベーターを降りると
右手奥です。

階段からは左手奥です。 検査室です。

< 心臓病とは >
 心臓の疾患の総称で、代表的な病気には心筋梗塞、狭心症と呼ばれる虚血性心
 疾患があります。その他にも弁膜症や不整脈、心房中隔という場所に生まれつ
き穴が開いている心房中隔欠損症などがあります。
< 虚血性心疾患について >
心筋梗塞とは心臓自身に栄養を送る冠動脈が詰まって血液が流れなくなり、心
臓の一部が動かなくなった状態です。狭心症とは冠動脈が狭くなり、必要な酸
素が欠乏することで発症します。狭心症が悪化すると心筋梗塞になることがあ
ります。主な原因は動脈硬化で脂肪分や糖分、塩分の過剰摂取による高血圧や
高血糖状態が関係します。過度なストレスや運動不足、喫煙などの生活習慣も
原因の一つです。
< 検査項目 >
心電図検査・・・心臓は心筋という筋肉でできており、心筋にかすかな電気が
                                  流れることで拍動が起こります。そのかすかな電気を波形に
                                  変えて見ることで異常がないか調べます。
心臓エコー検査・・・人体には無害の超音波を直接心臓に当てて、心臓の動き
                                           や大きさ、弁の状態や血流の流れなどを見て正常に働い
                                           ているかを調べます。
主な血液検査・・・心不全関連－BNP（心臓に負荷がかかると分泌が亢進され高値）
心筋梗塞関連－AST(GOT)、LDH、CK　 CK-MB、トロポニン I 

（心筋細胞が壊れると出てくる酵素の一種で壊死してくると高値）
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栄養科では入院患者さまを対象に食事のアンケートを定期的に実施しています。
2月 7日（木）に実施した結果をご報告します。（一部抜粋）

アンケートへご協力頂いた患者さま、ありがとうございました。

食事アンケート結果

6 10 4 0
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全国版救急受診アプリ ( 愛称「Q 助」)をご存じですか？？
～症状の緊急度を素早く判定！　救急車を呼ぶ目安に！～

突然の病気やケガが発生した時、救急車をよぶ？

　　自力で病院へ行く？ 様子をみる？

　　どうすれば良いのか悩んだ事はありませんか？

使用方法は・・・
☆初めに☆
　急な病気やケガをした時にアプリ「Q 助」を開いたのち、画面の指示に従って該当する症状を
　画面上で選択していくと、緊急度に応じた必要な対応が分かりやすく表示されます。

☆緊急度が判定されると☆
　119 番に電話ができるようにアイコンが表示されたり、
　病院など医療機関の検索や、タクシーなど受診手段の検索が行える様にアイコンや説明文が表示されます。
　また、救急電話相談窓口や小児救急電話相談事業の電話番号も記載されていますので参考にできます。

熱海市の救急件数は年々増加の一途をたどり、平成 28 年中には、3,196 件出動しています。
救急車により医療機関に搬送された方は、2,911 人でありますがそのうち約 5 割の方は入院
の必要がない「軽症」の患者さんでした。尊い生命を救うためには、救急車の適正な利用が
必要です。( 熱海市ホームページより抜粋）

看護部からのご案内

小児の場合は
？？？

＃8000 静岡こども救急☎相談をご存じですか？？
夜間や休日、お子さん（15 歳まで）の急な発熱、怪我等でお困りのとき、
周りに相談できる人がいなくて不安なとき、
救急病院に受診させるべきか迷われている時、
「静岡こども救急電話相談」をご利用下さい。

【相談時間】
平日 18 時～翌朝 8 時
土曜 13 時～翌朝 8 時
日祝（年末年始を含む）8 時～翌朝 8 時

相談は無料ですが、通話料は利用者の負担となります。
相談はあくまでも助言であり、診療は行いませんのでご了承願います。
相談員の助言により、家庭での対処とするか、医療機関を受診するかは最終的に保護者の方にご判断いただきます。
緊急性のあるお子さまのための電話ですので、育児相談はご遠慮下さい。
話し中の場合は恐れ入りますが、少し時間をおいておかけ直し下さい。
明らかに重症の場合は、迷わず 119 番をご利用下さい。

【電話番号】】
プッシュ回線の固定電話、携帯電話「#8000 番（シャープ 8000）」
ダイヤル回線の固定電話、IP 電話「054-247-9910」
県境の一部地域（熱海市泉、裾野市茶畑の一部）「054-247-9910」

熱海市の救急件数は年々増加の一途をたどり、平成 28 年中には、3,196 件出動しています。
救急車により医療機関に搬送された方は、2,911 人でありますがそのうち約 5 割の方は入院
の必要がない「軽症」の患者さんでした。尊い生命を救うためには、救急車の適正な利用が
必要です。

夜間や休日、お子さん（15 歳まで）の急な発熱、怪我等でお困りのとき、

そんな時は・・・『 Q 助（きゅーすけ）』をご利用下さい！            
　　※患者さんの状態 ( 緊急度 ) を判定し、必要に応じた情報を提供するアプリが消防庁で開発され、無料で提供されています。

総務省サイトへ
繋がります。

平成３０年度　第５回　健康コミュニティ開催報告
リハビリテーション科

Q. 健康コミュニティって？

A. 当院のリハビリテーション科が
主催し、地域の皆様を対象とした
身体と健康にまつわるお話をする
地域講座です！
年４～ 5回開催されており、今回
で通算 13 回目となります。

お忙しい中、多数のご参加ありがとうございました。
当日は、雪予報も出ている中、参加者の皆様には足を運んでいただきました。参加人数は 6名と
同伴のご家族の方で、実際に自動車運転に悩んでいる方々が参加していただきました。
講座では、高齢者、障害者の方々が実際に直面する自動車運転の法律や、制度、当院で行っている
自動車運転支援についてお話させていただき、講座後、希望者の方に当院で使用しているドライビ
ングシミュレータの体験をしていただきました。
参加者の方は、自動車運転に必要な身体機能、認知機能に興味をもち、自動車運転再開に必要な流
れや、高齢者講習、認知機能評価に対する質問が多くありました。
今後も、参加者皆様の健康な生活を支援するために、より良い講座内容や情報を提供できるよう、
リハビリスタッフ一同活動していきますので、何卒よろしくお願いします。

～講師より一言～

次回開催
日時：6月 8日（土）　14：00 ～（開場 13：30）
演題：「どうなる？どうする？糖尿病について」
　　～糖尿病の正しい理解と上手な付き合い方～

お申込み：0557-82-3000

今回のテーマ：高齢者、障害者の自動車運転について
　　　　　～安心して自動車運転するために～





■熱海市市民健診が始まります
市民健診を利用すると…自費で受診した場合のおよそ 1/10 の費用負担で受診することができます！
ぜひ、この機会にご自身の健康を見直してみませんか？

≪ご予約・お問い合わせ≫
　窓口：３階受付窓口
　電話：10：00 ～ 16：30
　　　　0557-82-3000（市民検診）
　　　　0557-85-1063（乳がん検診専用）

informationTOKORO 熱海所記念病院からのお知らせ

■リハビリテーション科　公開講座　健康コミュニティー　

時　間： 14：00 ～（開場 13：30）
参加費： 無料
場　所： 熱海所記念病院３階外来ロビー

お電話にてお申し込み下さい　☎０５５７‐８２-３０００

「どうなる？どうする？糖尿病について」
演者：  熱海所記念病院　リハビリテーション科  副主任　作業療法士　田口祐太郎

日　程：６月８日（土）

　～糖尿病の正しい理解と上手な付き合い方～

当院のリハビリテーション科が主催し、地域の皆様を対象とした身体と健康にまつわるお話をする地域講座です。

■公開講座『話の図書館』
熱海所記念病院　第２２回公開講座「話の図書館」を開催します。

事前にお電話または院内に設置しているお申し込み用紙にてお申し込み下さい。

1. 糖尿病のお話し
熱海所記念病院　内科医師　和田　雄樹

2. 美味しく食べる糖尿病食
熱海所記念病院　管理栄養士 浅村　碧

時　間： 14：00 ～（開場 13：30）
参加費： 無料
場　所： 熱海所記念病院３階外来ロビー
お申し込み・お問い合わせ：☎０５５７‐８２-３０００

日　程：６月 29日（土）

■職員を募集しています
熱海所記念病院で一緒に働きませんか？
◇募  集  職  種  ◇看護師 / 准看護師 / 介護福祉士 / 看護助手 / 放射線技師 / 医療事務 /
                            放射線科受付事務 / 調理員　
◇給　　        与◇当院給与規定による
◇休　        　日◇４週８休 / 有給休暇 / 特別休暇
◇待　        　遇◇昇給年１回 / 賞与年２回 / 単身寮完備 / 交通費全額支給 / 社会保険完備 /
                                 ２４時間保育室完備
◇お問い合わせ◇０５５７-８２-３０００



ご意見・ご感想・ご要望を
お寄せ下さい。

広報誌ひまわり
２０１９年春号

熱海所記念病院　広報委員会
☎０５５７－８２－３０００


